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令和４年度長野市スポーツ推進審議会（第１回）会議録

日 時 令和４年７月 20日（水） 午後１時 30分～午後３時 30分

会 場 長野市役所第一庁舎５階 庁議室

出席者 委員 12名、オブザーバー１名、事務局 13 名

次 第

１ 開 会

２ あいさつ

３ 議 事

(1)令和３年度事業実績及び令和４年度事業計画について

(2)長野市国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会施設整備計画について

(3)今後の社会体育館の管理方策について

４ そ の 他

５ 閉 会

議 事

（議事進行 堀江会長）

議事(1)：令和３年度事業実績及び令和４年度事業計画について

事務局より、資料１について説明。以下質疑応答。

Ａ委員 ：資料１の５/11 ページの「住民自治協議会が実施するスポーツ活動の促

進」で、市内には 32 の住民自治協議会があるはずだが、長野市からの諮

問を受けて、それぞれの地域がその地域の活性化策や持続可能なまちづ

くりの策定を急いでいる状況。うちの会社の職員もアドバイザーやオブ

ザーバーを務めて同席させていただく中、健康寿命の増進やスポーツ・

芸術・文化をツールにした活性化やまちづくりを、具体的に各住民自治

協議会が地域の活性化策として織り込もうとしている。このような地域

をあげての機運に対して、私たちも寄り添って更に相乗的に発展できる

ように取り組んでいかないといけない。出席する度に、皆強い思いでス

ポーツに対する関心や各住民自治協議会のスローガンの中に、健康増進

とともにスポーツの推進という項目がいろんな住民自治協議会の具体策

の中に織り込まれている。そういう機運は大事にしていきたい。

事務局より、資料２について説明。以下質疑応答。

Ｂ委員 :社会体育館の用具について、ポールやネットが大変古い。予算の関係も

あると思うが、できれば見直してほしい。前に、清掃が行き届いていな

いと申し上げたことがあったが、その後、体育館がすごくきれいになっ

ていた。使用する側もきれいに使用するように心掛けているが、皆が使

用する社会体育館なので、皆で協力してやっていきたい。また、体育館

の鍵はセブンイレブンで借りるようになっているが、暗証番号を入れる
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ダイヤル式に代わってきている。いろんなメンバーがいる中で、誰が鍵

を借りにいくのか、今日借りる人が許可書を持っていない、などの問題

もあるため、できれば徐々にダイヤル式にしてほしい。

事務局 ：用具は予算の範囲で変えていきたいと思うので、よろしくお願いした

い。

Ｃ委員 ：先程、第二次スポーツ推進計画の説明もあったが、コロナの状況もある

中で概ね順調に計画が進められたということと、第三次においても初年

度ということで、感染状況もあると思うが大きな問題はなく、ある程度

順調に進んでいるという理解でいいか。

事務局 ：台風災害、コロナと続いているが、徐々に市民の皆様のスポーツ活動も

軌道に乗っている。その中で、計画の推進についても順調に進んでいる

と理解している。

Ｃ委員 ：細かな修繕や備品の更新については活動の再開に向けての話だと思う。

若干の違いはあると思うが、第二次と第三次は大きな柱としては共通し

ている部分が多い。引き続き見守っていきたい。

Ｂ委員 ：障害者スポーツの普及・振興の点で、先日車いすダンスを見た。スポー

ツの分類に入るかはわからないが、ダンスで身体を動かすという意味

では、車いすダンスもスポーツの中に括ってもいいと思う。スポーツと

いうと、バドミントンやテニスと自分の中でも考えてしまうが、枠を広

げて、身体を動かすという意味では色々なところを見直すことができる

と思う。

事務局 ：４/９ページの(2)障害者のスポーツ参加の機会拡大の②の「障害者スポ

ーツの体験会やイベントを開催する」という中で、11 月 19 日に第５回

NAGANO パラ★スポーツデーというイベントを開催する。この中で、車い

すダンスの皆様に披露していただく企画を検討している。ぜひ、そうい

った中でも広がっていき、体験する人が増えていくと良いと思う。

Ｄ委員 ：ソフトテニスで、高齢者から若者までいろいろな年齢層の中でやってい

る。高齢者で一番困っているのは、免許を返納して、体育施設に行く足

がないこと。体育施設を巡るバスのような足が確保できれば、テニスに

行きたいという方もいる。良い方法を考えてほしい。通常のバス路線だ

と、体育施設に直接ではないので無理がある。裾花体育館は乗り合いタ

クシーがあり、お金を出してでも体育施設に回ってもらえるようなもの
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ができればいい。

事務局 ：スポーツ課でできるとは言えないが、そういった意見も大変貴重なの

で、庁内で考える機会があれば考えていきたい。

会 長 ：高齢者の運動機会はこれから大きな問題となる。聞くところによると、

公園利用の中で高齢者用の遊具を有効利用している市町村が増えてき

た。高齢化社会の中では身近なところで運動ができることが大事。荻原

市長がラジオ体操をやられて、近所の人が沢山集まる事例がある。人が

集まるところにそういった施設ができることもスポーツ課で考えてもら

えればと思う。

副会長 ：資料２の１ページ目の施策１-１のスポーツ人口の拡大について、令和３

年度のスポーツ教室参加者数の実績値が 1,393 人となっており、令和８

年度の目標値が 1,330 人となっているが、令和３年度の数値とあまり変

わらないのは何か理由があるか。

会 長 ：計画時の目標値の設定で、総合型スポーツクラブも同じような状況とな

っている。その時もコロナで 1,200 人平均が 1,000 人くらいに落ちてし

まった。令和３年度はまた 1,200 人に増えていて、それも併せて説明い

ただければと思う。

事務局 ：第三次長野市スポーツ推進計画の P,53 をご覧いただきたい。指標の一覧

のページで、施策１-１のスポーツ人口の拡大で、スポーツ教室参加者数

の目標値の設定根拠を示してある。令和２年度は 1,266 人で、５％増加

を見込んで５年後の目標値を 1,330 人と設定した。コロナ関係で減少し

ていた時の数値からの５％増なので、先程のＣ委員さんからのご質問の

とおり、順調に計画が推進している中で、既に５％増ぐらいの参加者に

復活したという意味合いで我々は受け取っている。目標値なので達成で

きたから OK ということではなく、どんどん参加者数を増やしていきたい

と思う。他の指標も、令和２年度の現状値に対して何％増の目標値とな

っているので、ご理解いただきたい。

会 長 ：設定した時点の目標値であるので、この目標値は動かせないということ

と、令和２年度はコロナ等があってスポーツ関連の数値が下がっている

ことを皆さんにご承知いただくことでよいか。令和２年度は特筆した年

であり、その前も災害があったので、その辺りが市に大きな影響を及ぼ

していることを踏まえて目標値が設定されていることをご理解いただき

たい。
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議事(2)：長野市国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会施設整備計画について

事務局より、資料４について説明。質疑応答なし。

議事(3)：今後の社会体育館の管理方策について

事務局より、資料５について説明。以下質疑応答。

Ｂ委員 ：長沼体育館の復旧について、今までのように一般市民は使えるか。また、

愛護会は優先的に使えるか教えていただきたい。

事務局 ：８月下旬に竣工の予定となっている。当面は地元で使っていただき、その

後社会体育館として利用していただきたいと考えている。

会 長 ：期間的なスケジュールが出てきており、11 月までには審議会として方向を

出さないといけない。この問題はデリケートな問題であり、前回の審議会

でも議論があったと思う。受益者負担については皆さん納得しているとこ

ろではあるが、市民感情に対しての市民サービスが絡まってくると、なか

なか簡単にはいかないところもあると思う。皆さんで問題としてのご理解

はいただていると思うので、次回アンケート等で結果が出てくると思う

が、次回までにご意見等をまとめておいていただけると大変ありがたい。

Ｃ委員 ：面積の全国平均について、これは社会体育館だけの面積でいいか。例えば

小学校や中学校の学校開放をカウントすると変わってくると思う。改修に

は直接関わりはないと思うが、学校施設は色々な団体が使っており、学校

の後に会議などをやることもあると思う。

事務局 ：長野市全体の公共施設を含めての考え方である。社会体育館の数等、全国

と比べて長野市の面積は比較的多いと思う。全体の考え方で、P,11 にある

のが方針ということでご理解いただきたい。各地区にある社会体育館につ

いて、委員の皆様からどういう方向性を考えていくべきか、率直なご意見

をいただき、私たちはそれを受けて検討していきたい。

Ｂ委員 ：勤労者青少年ホームの体育館について、壊されてなくなると聞いた。市民

の一部の方が立ち上げた、体育館を壊さないようにする委員会があると聞

き、その辺はどうなっているか。守られるのか、壊されるのが決定なのか

教えてほしい。

事務局 ：勤労者青少年ホームの体育館について、老朽化で建て替えは基本的には行

わない。建て替えた場合に、社会体育館的なものではなく、室内でできる
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軽運動ができる施設に切り替えていこうとなっている。P,13 の左上にあ

る令和４年５月 16 日に「体育館を活用したまちづくりプロジェクト」

で、利用者の方と公共施設マネジメント推進課とスポーツ課が参加して

説明した資料になる。勤労者青少年ホームは三か所あり、その方向性は

決定となっている。勤労者青少年ホームに体育館はあるが、市全体の公

共施設マネジメントの考え方は、より良い体育館の利用を考えていかな

いといけない。勤労者青少年ホームとは別に、私たちは社会体育館を無

料で運営しているという状況は先程説明したとおり。継続していきたい

という考え方で、一番は将来、次の世代に使っていただくにはどういう

あり方があるかご意見をいただきたいと考えている。

４ その他

オブザーバー：県の情報提供をしたいと思う。令和 10 年開催予定の「信州やまなみ国ス

ポ・全障スポ」の関係で、組織について今年から変わっている。県庁の３

階にある国民スポーツ大会準備室が本年度から競技式典担当と総務企画

担当に新設された。昨年と比べ、二つの係に分かれた形になる。指導主事

２名を増員し、現在合わせて 13名体制で、国体の開催に向け式典や競技

会場の施設整備、競技運営に関する業務等を中心に準備を進めている。ス

ポーツ課は県庁の７階にあるが、競技力向上対策係が今年から新設され

た。現在、指導主事２名を増員し、行政を含め８名体制で国体の正式競技、

41 競技団体あるいは地域スポーツ団体と学校等を繋ぎ、強化事業を推進

している。最後になるが、A4 判の長野県のプレスリリースの資料を印刷し

てお配りした。愛称・スローガンは以前紹介させてもらったが、ロゴデザ

インが決定した。ご覧のようなロゴデザインで国民スポーツ大会・障害者

スポーツ大会を盛り上げていく体制である。２に説明を入れてあるが、ロ

ゴデザインの漢字の一部に「葉」と「ライチョウ」をレイアウトすること

で長野県らしさを表現している。「信州」の「信」の上の部分に葉っぱ、

「やまなみ」の「や」にライチョウを入れ、「２０２８」の「０」はリンゴ

をイメージしている。このような形でスポーツ大会を盛り上げていくとい

うことで紹介させていただいた。

文化スポーツ振興部長挨拶

以上


